
 
別紙２ 

 

都市計画の案の理由書  
 
 
１  種 類 ・ 名 称  
  東 京 都 市 計 画 地 区 計 画  東 上 野 四 ・ 五 丁 目 地 区 地 区 計 画  
 
２  理  由  
  本 地 区 は 、上 野 駅 及 び 稲 荷 町 駅 に 近 接 し 、幹 線 道 路 で あ る 昭

和 通 り と 、浅 草 通 り 沿 道 に 位 置 す る 交 通 利 便 性 の 高 い 地 区 で あ

り 、台 東 区 役 所 を は じ め と し た 公 共 公 益 施 設 が 集 積 し 、多 く の

人 々 が 訪 れ る 交 流 拠 点 と な っ て い る 。  
「 台 東 区 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン （ 平 成 ３ ０ 年 度 策 定 予 定 ）」

で は 、 上 野 地 域 ま ち づ く り 方 針 と し て 、 上 野 駅 周 辺 や 主 要 な 幹

線 道 路 沿 道 を 中 心 に 高 度 利 用 を 図 る こ と と し 、 東 上 野 四 丁 目 エ

リ ア に つ い て は 、 公 共 公 益 施 設 を 再 編 す る と と も に 、 文 化 ・ 観

光 機 能 を 誘 導 す る と 位 置 付 け て い る 。 ま た 、 浅 草 通 り 、 昭 和 通

り 等 の 幹 線 道 路 で は 、 緑 化 や 修 景 な ど に よ り 連 続 す る 良 好 な 景

観 を 形 成 し 、 ま ち の 潤 い と 賑 わ い を 感 じ る 空 間 と し て 整 備 し 、

周 辺 拠 点 と の 回 遊 性 向 上 を 図 る と し て い る 。  
  本 地 区 で は 、平 成 ２ ８ 年 ３ 月 に「 東 上 野 四 ・ 五 丁 目 地 区 ま ち

づ く り ガ イ ド ラ イ ン 」を 策 定 し 、地 区 内 建 築 物 の 更 新 等 を 契 機

と し た 計 画 的 な 土 地 利 用 を 進 め る と と も に 、歩 行 空 間 ・広 場 な

ど 敷 地 内 空 地 を 含 め た 公 共 的 空 間 の 拡 充 整 備 を 進 め る 方 針 を

示 し て い る 。 さ ら に 、 大 規 模 敷 地 の 整 備 の 際 に 広 域 的 な 避 難 ・

救 援 ・ 帰 宅 困 難 者 支 援 等 の 機 能 の 確 保 を 促 進 し 、災 害 に 強 い ま

ち づ く り を 進 め る こ と を 位 置 付 け た 。  
  こ れ ら の 計 画 等 を 踏 ま え 、公 共 公 益 施 設 の 集 積 を 活 か し 、安

全 で 良 好 な 市 街 地 環 境 の 形 成 を 図 る た め 、台 東 区 東 上 野 四 丁 目

及 び 五 丁 目 各 地 内（ 約 ６ ．９ ヘ ク タ ー ル ）に お い て 、東 上 野 四 ・

五 丁 目 地 区 地 区 計 画 を 決 定 す る も の で あ る 。  


